
1 ɽॅ༻εϓϦϯΫϥʔͷ֓ཁ
　ྩ和 5 年度版のফനॻによると、ྫ年 1 万݅
をえるॅՐ災が発生しており、過去10年ؒの
ॅՐ災にお͚るऀࢮ数はຖ年1000人にも及Ϳ
ঢ়ଶがଓいている。
　平成22年から設ஔがٛ務化されたॅ用Ր災ܯ
報ث（ҎԼ、ॅثܯ）は、Ր災によるԎやをݕ
してԻやԻでՐ災をらせるもので、直Ր
災のফՐプロセスには࡞用しないが、高齢ऀをは
じめとするಀげれによるࢮऀの૿Ճが、ٛ務
化された要Ҽの 1 つとされている。
ॅ、スプリンクϥー（ҎԼܕผॅ用水道直結ށ　
用スプリンクϥー）はՈఉ内（またはෑ地内）の
水道管と直結しており、Ր災ݕ࣌にはఱҪに設
ஔされたスプリンクϥーϔッυからࣗಈ的に水を์
水することでԆমをՐ災初ظから੍する、Ր災
予にとても優れた設උである。ॅ用スプリンク
ϥーは一ൠのスプリンクϥーに比べて์水水ѹが
ඇ常にいが、い์水水ѹでもচ໘だ͚でなく
น໘をؚめたҬをೞらすことができるように
されているため、೩えൈ͚をいでܹٸなԆমを
。の֬保にもつながるؒ࣌するとともに、ආࢭ્
2 ɽॅ༻εϓϦϯΫϥʔͷߏ
　ॅ用スプリンクϥーには、ס式と࣪式がある。
と連ಈしたシステムでՐ災の৴ثܯॅ、式はס　
߸をड৴すると、ిಈหを開์して内のスプリ
ンクϥー管内にॆ水する。一ํ࣪式は、常に
管内を水で満たしており、ۭ気や水のఀを͙
ため、スプリンクϥーϔッυを設ஔする立ちԼげ
管にはఀ水ܧࢭ手のஔやのトイレな
どへのଓを行う。いずれもڅ水ஔに分ྨされ
るため、用する管・ܧ手やスプリンクϥーϔッ
υはશてJI4（日本࢈業֨ن）やJWWA（日本水
道協会）のೝ定である。
　設ஔに当たっては֤水道事業体へڅ水ஔの新

設または改の申ࠐが必要のため、設ஔするࢦ定
水道事ళへの周が必要である。 

　ॅ用スプリンクϥーの技術ガイυϥインがফ
ிから平成 3 年に公表されているが、その後૬
次いだάϧープϗーム等のՐ災によって平成2�年
のফ法の一部改正にࢸった。ಛ定ࢪ設水道連結
スプリンクϥー設උについてফிやް生࿑ಇܕ
ল݈康局（当࣌）から௨が発表されたことで、
άϧープϗームや宿ധσイサーϏスなどに水道管
直結ܕの普及がਐんだ。ࡏݱは४ෆ೩ࡐの内の
ཪଆであれ、合成थࢷ管が用できるなど、ಛ
定ࢪ設水道連結ܕスプリンクϥー設උの設ஔج४
にͮجいたॅ用スプリンクϥーが主流となって
いる。
3 ɽී͚ͯʹٴ
　ॅ用スプリンクϥーは、新築かリϑΥーム࣌
にଟく導入されるが、ؒや৸たきりのํがいる
部などՐ災リスクの高いॴにରして後から設
ஔするέースもみられ、この合は࿐出管にな
ることがある。普及においては、

（1） 設ஔやメンテφンスにかかるඅ用が安価であ
ること

（2） 機ث、システムはできるݶりシンプϧでނ障
のՄ能ੑがগないこと

（3） σβインੑをߟえた機ثであること
などを製ऀがྀߟし、開発する必要がある。ま
た、事にお͚るࢪϛスやظॖなどへのର
Ԡも必要である。
　ॅՐ災にىҼして生じる事ނがݮることを願
いながら、このࣥචの結びとさせていただく。

（出典：水道技術ジャーナル2025年1月）
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